
　２０２３年６月の暑い日、スポーツ流鏑馬大会 in 利府が宮城
県で初開催されました。当日は午前中から初開催の熱気と
ともに猛暑の夏の入り口でもあり、３０度近くに気温も上がり
ましたが、途中で帰られる方も少なく来場者数1500人以上の
イベントが華々しく執り行われました。
　色とりどりに着飾った騎手の中に中学生の女の子がいま
した。他県からの出場者でしたが、過去に不登校で悩んだ
ものの、流鏑馬をはじめ馬との触れ合いを通して社会を知り、
学び、楽しみを見つけ、健康になっていったというエピソード
の持ち主です。まさしく動物介在教育の典型ではないでしょ
うか。学習障害や発達障害のある児童生徒にも馬は社会と
人間をつなぐ架け橋として、また「通訳者」として役割を果た
してくれる、そんな馬たちが昨年、利府大会の出場馬として
中央公園運動場を駆け巡りました。
　といいますのも、利府大会で活躍した馬たちは穏やかな
日本古来の和種馬であるのと同時にハーフリンガーという
フランスの馬種を掛け合わせた、さらに穏やかで人懐っこい
性格の、好奇心旺盛な馬でした。競走馬、レースホースである
サラブレットとは違った、レジャーホース、極端な話、自宅で
飼えるホビーホースという種類。従来の和種馬は役割が終わ

れば馬肉としての価値でしか判断されることがなくて、人目
に触れることもなく殺処分されるのを待つのみでした。近年
ホースセラピーという動物介在療養が台頭し、人間と馬との
関係も新しいステージに入っています。性格が優しく、人の
気持ちを汲んでくれる馬の存在が出てきた時代、引退後も
流鏑馬やホーストレッキング、乗馬体験など幅広い範囲で
活躍の場が設けられはじめました。
　団塊の世代が幼少の頃は馬小屋や農耕馬、荷役を運ぶ馬
たちの姿が日常の風景で、競争社会のストレスを、馬をはじめ
とした身近な家畜、動物たちが癒していたかもしれません。
利府村誌には、タイトルどおり利府と馬の密接な関係が記述
されています。若い世代がストレス社会に心折れずに向き合
うためにもスポーツ流鏑馬や乗馬、フィールドトレッキングを
わが町のスポーツ、レクリエーション文化として広げ、村誌の
記されている「愛馬心のよみがえり」を実践していきたい
ものです。
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ベガルタ仙台 
ホームタウン招待
【と　　き】

【と こ ろ】
【応募方法】
【締　　切】

8月17日（土）午後7時 
VS 鹿児島ユナイテッドFC
ユアテックスタジアム仙台
二次元コードよりお申し込みください
7月19日（金）まで

利府町応援選手

松下佳貴選手
まつしたよしき ごう け ゆうた

 郷家友太選手
※詳しくは町ホームページをご覧ください。
※チケットの引換券は役場でお渡しします。

ベガルタ仙台のホームタウンである
利府町の皆さまを、抽選で
50人（1世帯5人まで）ご招待します。

お申し込みは
こちら

試合当日は、「利府町デー」として
リーフちゃんが登場するほか、
町のPRブースも出展する予定です！

一緒に盛り上がろう！
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